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重松商事／福岡ロジテム／コバヤシライン／綜合警備保障 福岡支社／ケアサービス九州／レッツ／林田俊一税理士事務所／福岡女子大学／長丘不動産ビル／サンフィールド／関商事／伸正／福岡理美
容学園／エム・ティ・エスひかり／福岡外語専門学校／フクテック／シンコー九州／TRUE／サンライズ石油／山崎デザイン／福岡商工会議所／廣田商事／中野和一郎商店／ダイキョープラザ／トヨタカ
ローラ福岡／電気ビル 渡辺通支店／ダイヤモンド秀巧社印刷／住研／板付地所／長浜食品／アオヤギ／井上電気／裕生堂／とことんファーム／金子生花／D&Mコーポレーション／福岡海星女子学院
／西日本ビルジス／やまき／深野製袋／朝日自動車／アトム／西日本硝子センター／世利 桂一／福岡市自動車学校／増田石油 福岡支店／段上本社／新生堂薬局／エース印刷／LIXIL 九州支社／博運
社／富士自動車／宗像緑地建設／丸全運輸／ウインクス／福岡クリーン産業／あおやぎ／アネッツ・テレサポート／YNロジプレス／平和台ホテル／西部ガスリアルライフ福岡／TNCテレビ西日本／鍬
野 恭秀／榊ガス産業／パナソニックコネクティッドソリューションズ労働組合 九州支部／西国武道会館／MIT-ジャパン／福岡銀行／立部産業／クレアプランニング／野方菱光 飯盛工場／ファインスタッ
フ／アプロディア／花ユキ／アシュラン／中西 賢太／日盛工業／パサージュ福浜／梅津電設／ファインロジテック／麻生教育サービス／あおやぎ生花店／JPCスポーツ教室 福岡長丘店／如水庵　他

■APCCチャリティ自動販売機  設置一覧（順不同、敬称略）2022年度実績

あすみん夢ファンド(福岡市NPO活動支援基金)／海の中道青少年海の家／英進館ホールディングス／NTTドコモ 九州支社／大野城市／粕屋町／苅田町／九州建設／久原本家／グローバルアリーナ／
Global Startup Center／コカ・コーラ ボトラーズジャパン／古賀市／国連ハビタット／佐藤 倫子／西南学院大学／全教研／綜合観光バス／損害保険ジャパン／地球っ子ネットワーク／筑紫野市／津崎 た
から／TSUNAGU／東京海上日動／西日本国際財団／西日本新聞社／西日本綜合住宅／日本航空／日本旅行／延岡市立伊形小学校／延岡市立一ヶ岡小学校／ピエトロ／広川町／廣田商事／ファーウ
ェイジャパン／福岡アジア都市研究所／Fukuoka Growth Next／福岡県／福岡国際空港／福岡市／福岡市教育委員会／福岡市立小呂小学校／福岡市立西戸崎小学校／福岡市立那珂小学校／福岡市
立平尾小学校／福岡市立老司小学校／福岡外語専門学校／福岡・大連未来委員会／福岡市動植物園／福岡都市圏広域行政事業組合／福岡雙葉小学校／福岡よかトピア国際交流財団／福智町／福
津市／ふくや／渕上育英会／マリンワールド 海の中道／三菱広報委員会／みやま市／三好不動産／宗像市／モデルクレジット／LIXIL　他

■ご協力・ご協賛いただいた企業・団体・個人（順不同、敬称略）2022年度実績

■支援の会（順不同、敬称略）法人会員他、2022年度実績
アートテック／R&Kデザイン／アールイー／RKB毎日放送／あいおいニッセイ同和損害保険／愛光ビルサービス／アイズスポーツ／アイホーム／あおやぎ／アクタ／朝日オリコミ西部／朝日自動車／味蔵
／アシスト／アシュラン／麻生／麻生介護サービス／麻生興産／麻生教育サービス／麻生塾／麻生商事／麻生情報システム／麻生セメント／麻生地所／麻生マイニング／麻生メディカルサービス／アド
エース／穴生自動車工場／APAMAN／あひるコンサルティング／アルバコーポレーション／AEdesign建築設計事務所／井上建設／ウィズグループ／Willinghandsもつ鍋一藤／占部建設／エーアンドエ
ー建築事務所／NTTドコモ 九州支社／エヌケイクリーン／榎本興産／ゑびす／エム・ティ・エスひかり／エム・ワン・エンタープライズ／大井産業／大井不動産／大高建設／大村文化学園／おしごと研究
所／オンリーワン／鹿島建設九州支店／かねふく／紙資源／川嶋公認会計士事務所／かわとし／かわなべ／川浪電気工事／カンサイホールディングス／北川緑地建設／キャッスルハウス／九州エース
電研／九州ケース工業／九州コフィン／九州電気保安協会 福岡支部／九州電力／九州通電／九州旅客鉄道／九電工／CLUBHOUSE／グローバルアリーナ／建成工材／広栄舎／広栄商会／光薫寺／神戸
電池／コカ・コーラ ボトラーズジャパン／SAITO／西部ガスホールディングス／サエキジャパン／榊ガス産業／サカグチホールディングスパートナーズ／サニックス／サンエイム／三光消防設備／三誠商
会／CSテクノス／ジール／昭和イーティング／昭和グループマーケティング／昭和鉄工／如水庵／シンクパートナーズ／シンコー／新日本製薬／伸良商事／伸和／ズーム／末松印刷／住吉酒販／先崎測
量／創実エージェンシー／そうぞう／太宰府天満宮／中央自動車工業／中央地所／チヨダ／TIS／テレQ／De'plas+／データ・マックス／鉄川雅邦税務会計事務所／デンクウシステム／デンソーソリュー
ション九州支社／電通九州／電友社／東京海上日動／トヨタL＆F福岡／トヨタカローラ福岡／トヨタ自動車九州／トヨタモビリティパーツ九州北部統括支社／トヨタユーゼックTAA九州会場／トヨタリ
ック九州／トヨタレンタリース福岡／中村学園／中村建設／中村工業／西嶋興産／西鉄ウェルネス／西鉄エム・テック／西鉄車体技術／西鉄ストア／西鉄ビルマネージメント／西日本シティ銀行／西日
本新聞総合オリコミ／西日本鉄道／西日本オートリサイクル／西日本硝子センター／西日本綜合住宅／西日本ビル代行／日九興産／日交西部本社／日本自動車連盟福岡支部／日本消防機材商会／日
本紙料／日本旅行／ネクステック／ネッツトヨタ福岡／野口コイン／野口直樹建築設計事務所／バイオン／博多瓦斯化学／パナソニック／ハローライフ／バンザイ福岡支店／ピエトロ／ビッグネクスト／
弘豊商事／ファインスタッフ／ファビルス／福岡印刷／福岡銀行／福岡県産業廃棄物処理事業協同組合／福岡交通／福岡小松フォークリフト／福岡地所／福岡昭和タクシー／福岡スリーボンド／福岡
外語専門学校／福岡倉庫／福岡トヨタ自動車／福岡那の津ライオンズクラブ／福岡パッケージ／福岡リアルティ／福岡ロジテム／福昭ビル・サービス／福田会計事務所／福永設計事務所／福豊帝酸／
ふくや／不動商事／プライム福岡／プランニングオフィス・ケイ／ブリヂストンタイヤソリューションジャパン／古森弘一建築設計事務所／ブンカ巧芸社／ベストワーク／VERTEX／松幸／松本組／松本電
機商会／丸三工業／丸屋／三井住友海上火災保険／ミツヤマ電気／三森屋／三宅土地家屋調査士事務所／未来図建設／毛利外科医院／モータークラフト社／森硝子店／山下医科器械／山本エステ
ート／山本設備工業／ユーメイト純正／夢クリエイト／ヨコハマタイヤジャパン福岡カンパニー／吉浦運送／吉水税理士法人／よしむら自動車ガラス／吉源工務店／リエマリア／リフォーム三光サービス
／緑水園／冷泉閣ホテル／YNロジプレス／若久たんぽぽ保育園／ワコウ／ケイツーコンタクト／才田運送／しげおか歯科医院／柴田法律事務所／地工／恒川・岡田法律事務所／福岡中央銀行／藤田
建築設計室／マニュライフ生命保険／MIT-ジャパン／全教研／山田総合法律事務所／リーフデザイン北九州／清水 浩和／小杉 達　他

たくさんのご支援、ご協力ありがとうございました
未来を担うこどものために、企業、団体、個人のご協力、ご支援をお待ちしています。

後援、協力、
支援一覧

■後援団体名（順不同、敬称略）2022年度実績
総務省／外務省／文部科学省／経済産業省 九州経済産業局／国土交通省 九州地方整備局／福岡県／福岡県教育委員会／福岡市／福岡市教育委員会／宗像市／春日市／春日市教育委員会／北九州
国際交流協会／太宰府市／太宰府市国際交流協会／大野城市／大野城市教育委員会／筑紫野市／筑紫野市教育委員会／粕屋町／粕屋町教育委員会／宇美町教育委員会／須恵町／篠栗町教育委員会
／久山町教育委員会／古賀市／古賀市教育委員会／福津市／糸島市／那珂川市／飯塚市／飯塚市教育委員会／地球っ子ネットワーク／みやま市教育委員会／苅田町／苅田町教育委員会／広川町／渕
上育英会／西日本国際財団／福岡経済同友会／九州経済連合会／西日本新聞社／朝日新聞社／毎日新聞社／読売新聞社／九州朝日放送／RKB毎日放送／NHK福岡放送局／FBS福岡放送／テレQ／
TNCテレビ西日本／FM FUKUOKA／LOVE FM／CROSS FM／NTTドコモ 九州支社／九電工／九州電力／九州旅客鉄道／国際交流基金／国際協力機構九州センター／コカ・コーラ ボトラーズジャパン／
西部ガスホールディングス／西日本シティ銀行／西日本鉄道／福岡観光コンベンションビューロー／福岡銀行／福岡県国際交流センター／福岡県国際理解教育研究会／福岡市国際教育研究会／福岡
市医師会／福岡市薬剤師会／福岡市PTA協議会／福岡市社会福祉協議会／福岡商工会議所／福岡中央銀行／福岡通訳協会／福岡トヨタ自動車／福岡日米協会／福岡日豪協会／福岡帰国子女の会／
ふくや／福岡・大連未来委員会／日本国際連合協会福岡県本部／国際連合人間居住計画(ハビタット)福岡本部／福岡青年会議所／北九州青年会議所／ひびき青年会議所／豊前青年会議所／美夜古青
年会議所／飯塚青年会議所／田川青年会議所／直方青年会議所／宗像青年会議所／朝倉青年会議所／糸島青年会議所／つくし青年会議所／浮羽青年会議所／久留米青年会議所／筑後青年会議所／
みい青年会議所／八女青年会議所／大川青年会議所／大牟田青年会議所／柳川青年会議所／山門青年会議所／糟屋青年会議所／福岡中小企業経営者協会／福岡県中小企業経営者協会連合会／福
岡県専修学校各種学校協会／アジア太平洋こども会議・イン福岡 支援の会

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡
〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 2-8-1　博多区役所 9 階



アジア太平洋こども会議・イン福岡(APCC)は、1989年から福
岡を拠点に民間レベルの草の根国際交流事業を展開し、2022
年度で34回目を迎えました。2020年以降は、APCCにとっても厳
しい状況が続きましたが、オンラインを使った交流プログラムの
実施や教育サイトの制作など、歩みを止めることなく前に進んで
参りました。コロナ禍が明け、APCCも気持ちを新たに再スタート
致します。これからも、50年、100年先の未来へOMOIYARIの橋
を架け続けられるよう、APCCは常に進化を続けていきます。

歩みを止めずに

APCCは、平成元年に市制100周年を記念し開催されたアジア太平洋
博覧会(よかトピア)の参加事業として始まり、今年で34回目を迎えまし
た。これまでに世界55の国・地域から約9,600人のこども大使を招聘し、
また福岡のこども達を40の国・地域に約3,300人派遣するまでに至り、
今や福岡における国際交流の一大事業となっております。これもひとえ
に、ホストファミリーやボランティア、協力企業など関係者の皆様の熱意
とご尽力の賜物であり、深く感謝申し上げます。
ここ数年は、コロナ禍でもこども達に国際交流の機会を提供できるよ

う、オンラインでのプログラム実施や、APCCの多様なネットワークを活
用し「教室と世界」「学校と企業」をつなぐ新しい教育サイト「APCC for 
education」をオープンするなど、新しい取り組みにも挑戦して参りまし
た。また、昨年の秋には約3年ぶりに12か国・地域からピース大使を招聘
し、福岡市民との交流イベントを対面で開催することができました。
APCCは「We are the BRIDGE」をスローガンに、変化にしなやかに対
応しながら進化を続けています。
この事業を通し、こども達が国際感覚あふれる将来のリーダーとして

育っていくことを願うとともに、こども達を架け橋に、この草の根の国際交
流が、今後、学問やビジネスなどの分野にも広く展開されていくことを大
いに期待しています

APCC was created as a commemorative event of the Asian-Pacific Exposition, 
in celebration of Fukuoka City’s 100th anniversary. In the course of 34 years, 
APCC welcomed approximately 9,600 children from 55 countries and regions 
while sending approximately 3,300 children from Fukuoka to 40 countries and 
regions, which helped its programs to grow into one of the biggest stages of 
international exchanges in Fukuoka.  This solely attributes to the enthusiasm 
and effort of all the supporters including our host families, volunteers and 
cooperative enterprises. We would like to express our sincere gratitude for their 
support. For the past few years, APCC has taken on new challenges to provide 
children with opportunities of international exchanges despite the COVID-19 
pandemic. One of the new initiatives is “APCC for Education”, our new 
educational website which connects “classroom and the world” and “school and 
enterprises.” Last autumn, for the first time in 3 years, we invited Peace 
Ambassadors from 12 countries and regions and delivered an in-person event 
with the citizens of Fukuoka. We, APCC, will keep improving ourselves by 
adapting to changes with increased flexibility and be true to our slogan, “We are 
the BRIDGE.” As much as we hope that children will grow into future leaders 
with global fluency through our programs, we are excited for this grassroot 
international exchange programs to be widely utilized in schools and 
businesses. 

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡

髙島 宗一郎名誉会長 福岡市長

Soichiro Takashima

Mayor, Fukuoka City
Honorary President, Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA

Asian-Pacific Children’s Convention in FUKUOKA (APCC) started its journey 
as the Heisei Era began, and we are celebrating its 34th anniversary this year. I 
am delighted that, even in the midst of the pandemic, the international 
exchanges were held at a large scale with participants from all over the world by 
making the best use of the online resources. APCC has welcomed 
approximately 9,600 Junior Ambassadors and sent approximately 3,300 
children in Fukuoka abroad since the beginning. Trust and friendship that was 
nurtured here in Fukuoka is contributing to a growing network of people. I 
would like to pay my sincere respect to the motivation and contribution of all 
parties who supported APCC including the NPO staff, volunteers and the host 
families. Laying “development of human resources of the next generation” as a 
pillar of the Fukuoka prefectural government, we are nurturing young people to 
play a vital role on the international stage. It is important to interact with people 
with different languages, cultures and values and recognize each other’s 
differences and diversities from a young age. I hope that children in Fukuoka 
will grow into true global citizens through a variety of initiatives including 
BRIDGE KIDS PROGRAMS. At the same time, while using the resource that was 
accumulated over the course of its long history as a driving force to move 
forward, I hope that APCC will keep building a bridge of OMOIYARI for the 
next 50, even 100 years. 

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡

服部 誠太郎名誉理事 福岡県知事

Seiichiro Hattori

Governor of Fukuoka Prefecture
Honorary Member of the Board of Directors, Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA

平成元年にスタートした「アジア太平洋こども会議・イン福岡(APCC)」
は今年度で34回目となりました。今回、コロナ禍においてもオンラインを活
用し、世界各国・地域から多くの参加者のもと盛大に開催されましたこと
を、大変喜ばしく思います。
これまでに招待した「こども大使」は約9,600人。海外に送り出した福岡

のこどもらは3,300人を超え、福岡で生まれた信頼と友情の絆は、着実に、
大きなつながりとして広がっています。NPOスタッフやボランティア、ホスト
ファミリーなど、APCCの活動を支えてこられた関係者の皆さまの熱意とご
尽力に心から敬意を表します。
本県では、「次代を担う『人財』の育成」を県政の柱に掲げ、世界で活躍す

る青少年の育成に取り組んでいます。こどもの頃から、言葉や文化、価値観
の異なる人たちと交流し、お互いの違いや多様性を認め合うことは重要で
あり、「BRIDGE KIDS PROGRAMS」をはじめとするさまざまな国際交流
事業を通じて、多くの福岡のこどもたちが、真の国際人として育っていくこと
を期待しています。
そしてAPCCが、これまで長きにわたり培った財産を今後の活動を推し

進める原動力とし、50年先、100年先の未来へ向かってOMOIYARIの橋を
架け続けていくことを願っています。

Asian-Pacific Children’s Convention in FUKUOKA (APCC) started 
its grassroot international exchanges based in Fukuoka in 1989, 
and the year 2022 marks i t s 34th year of i t s c i t izen-centr ic 
activities. Although it has been challenging for APCC since 2020 
due to the COVID-19 pandemic, we kept taking steps forward by 
developing online exchange programs and our own educational 
website. The end of the pandemic means a fresh start for us, and 
we will strive to renew ourselves to keep building a bridge of 
OMOIYARI toward 50 and even 100 years from now.

わたしたちAPCCメンバーは、OMOIYARIの心を持った地球市民となり
こどもたちの笑顔あふれる世界を実現します。
We, as members of the APCC, will become global citizens with an "OMOIYARI" spirit creating 
a more peaceful world where the smiles of children abound.

APCCビジョン

こんなにたくさんの人が
参加しました！ 数字で見るAPCC

ボランティア累計

招聘事業

派遣事業 その他

5511,828 人 9,609 人

1,473 人 746 人 6,960

7,081 人458 人3,290 人40

参加国・地域招聘者数

シャペロン ホスト
ファミリーピース大使

こども大使

派遣国・地域 団員数 引率者数

家
庭

(2022年3月時点)

ボランティアも
活躍♪

＼笑顔あふれる友情を育てます／

＼ OMOIYARIの心つなげよう！／

コロナ禍を越えて～Restart～
リスタート
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アジア太平洋こども会議・イン福岡(APCC)は、1989年から福
岡を拠点に民間レベルの草の根国際交流事業を展開し、2022
年度で34回目を迎えました。2020年以降は、APCCにとっても厳
しい状況が続きましたが、オンラインを使った交流プログラムの
実施や教育サイトの制作など、歩みを止めることなく前に進んで
参りました。コロナ禍が明け、APCCも気持ちを新たに再スタート
致します。これからも、50年、100年先の未来へOMOIYARIの橋
を架け続けられるよう、APCCは常に進化を続けていきます。

歩みを止めずに

APCCは、平成元年に市制100周年を記念し開催されたアジア太平洋
博覧会(よかトピア)の参加事業として始まり、今年で34回目を迎えまし
た。これまでに世界55の国・地域から約9,600人のこども大使を招聘し、
また福岡のこども達を40の国・地域に約3,300人派遣するまでに至り、
今や福岡における国際交流の一大事業となっております。これもひとえ
に、ホストファミリーやボランティア、協力企業など関係者の皆様の熱意
とご尽力の賜物であり、深く感謝申し上げます。
ここ数年は、コロナ禍でもこども達に国際交流の機会を提供できるよ

う、オンラインでのプログラム実施や、APCCの多様なネットワークを活
用し「教室と世界」「学校と企業」をつなぐ新しい教育サイト「APCC for 
education」をオープンするなど、新しい取り組みにも挑戦して参りまし
た。また、昨年の秋には約3年ぶりに12か国・地域からピース大使を招聘
し、福岡市民との交流イベントを対面で開催することができました。
APCCは「We are the BRIDGE」をスローガンに、変化にしなやかに対
応しながら進化を続けています。
この事業を通し、こども達が国際感覚あふれる将来のリーダーとして

育っていくことを願うとともに、こども達を架け橋に、この草の根の国際交
流が、今後、学問やビジネスなどの分野にも広く展開されていくことを大
いに期待しています

APCC was created as a commemorative event of the Asian-Pacific Exposition, 
in celebration of Fukuoka City’s 100th anniversary. In the course of 34 years, 
APCC welcomed approximately 9,600 children from 55 countries and regions 
while sending approximately 3,300 children from Fukuoka to 40 countries and 
regions, which helped its programs to grow into one of the biggest stages of 
international exchanges in Fukuoka.  This solely attributes to the enthusiasm 
and effort of all the supporters including our host families, volunteers and 
cooperative enterprises. We would like to express our sincere gratitude for their 
support. For the past few years, APCC has taken on new challenges to provide 
children with opportunities of international exchanges despite the COVID-19 
pandemic. One of the new initiatives is “APCC for Education”, our new 
educational website which connects “classroom and the world” and “school and 
enterprises.” Last autumn, for the first time in 3 years, we invited Peace 
Ambassadors from 12 countries and regions and delivered an in-person event 
with the citizens of Fukuoka. We, APCC, will keep improving ourselves by 
adapting to changes with increased flexibility and be true to our slogan, “We are 
the BRIDGE.” As much as we hope that children will grow into future leaders 
with global fluency through our programs, we are excited for this grassroot 
international exchange programs to be widely utilized in schools and 
businesses. 

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡

髙島 宗一郎名誉会長 福岡市長

Soichiro Takashima

Mayor, Fukuoka City
Honorary President, Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA

Asian-Pacific Children’s Convention in FUKUOKA (APCC) started its journey 
as the Heisei Era began, and we are celebrating its 34th anniversary this year. I 
am delighted that, even in the midst of the pandemic, the international 
exchanges were held at a large scale with participants from all over the world by 
making the best use of the online resources. APCC has welcomed 
approximately 9,600 Junior Ambassadors and sent approximately 3,300 
children in Fukuoka abroad since the beginning. Trust and friendship that was 
nurtured here in Fukuoka is contributing to a growing network of people. I 
would like to pay my sincere respect to the motivation and contribution of all 
parties who supported APCC including the NPO staff, volunteers and the host 
families. Laying “development of human resources of the next generation” as a 
pillar of the Fukuoka prefectural government, we are nurturing young people to 
play a vital role on the international stage. It is important to interact with people 
with different languages, cultures and values and recognize each other’s 
differences and diversities from a young age. I hope that children in Fukuoka 
will grow into true global citizens through a variety of initiatives including 
BRIDGE KIDS PROGRAMS. At the same time, while using the resource that was 
accumulated over the course of its long history as a driving force to move 
forward, I hope that APCC will keep building a bridge of OMOIYARI for the 
next 50, even 100 years. 

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡

服部 誠太郎名誉理事 福岡県知事

Seiichiro Hattori

Governor of Fukuoka Prefecture
Honorary Member of the Board of Directors, Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA

平成元年にスタートした「アジア太平洋こども会議・イン福岡(APCC)」
は今年度で34回目となりました。今回、コロナ禍においてもオンラインを活
用し、世界各国・地域から多くの参加者のもと盛大に開催されましたこと
を、大変喜ばしく思います。
これまでに招待した「こども大使」は約9,600人。海外に送り出した福岡

のこどもらは3,300人を超え、福岡で生まれた信頼と友情の絆は、着実に、
大きなつながりとして広がっています。NPOスタッフやボランティア、ホスト
ファミリーなど、APCCの活動を支えてこられた関係者の皆さまの熱意とご
尽力に心から敬意を表します。
本県では、「次代を担う『人財』の育成」を県政の柱に掲げ、世界で活躍す

る青少年の育成に取り組んでいます。こどもの頃から、言葉や文化、価値観
の異なる人たちと交流し、お互いの違いや多様性を認め合うことは重要で
あり、「BRIDGE KIDS PROGRAMS」をはじめとするさまざまな国際交流
事業を通じて、多くの福岡のこどもたちが、真の国際人として育っていくこと
を期待しています。
そしてAPCCが、これまで長きにわたり培った財産を今後の活動を推し

進める原動力とし、50年先、100年先の未来へ向かってOMOIYARIの橋を
架け続けていくことを願っています。

Asian-Pacific Children’s Convention in FUKUOKA (APCC) started 
its grassroot international exchanges based in Fukuoka in 1989, 
and the year 2022 marks i t s 34th year of i t s c i t izen-centr ic 
activities. Although it has been challenging for APCC since 2020 
due to the COVID-19 pandemic, we kept taking steps forward by 
developing online exchange programs and our own educational 
website. The end of the pandemic means a fresh start for us, and 
we will strive to renew ourselves to keep building a bridge of 
OMOIYARI toward 50 and even 100 years from now.

わたしたちAPCCメンバーは、OMOIYARIの心を持った地球市民となり
こどもたちの笑顔あふれる世界を実現します。
We, as members of the APCC, will become global citizens with an "OMOIYARI" spirit creating 
a more peaceful world where the smiles of children abound.

APCCビジョン

こんなにたくさんの人が
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福岡市政100周年記念「アジア太平洋博覧会（よか
トピア）」の参加イベントとして初のアジア太平洋こ
ども会議・イン福岡を開催。

春休みを利用して福岡のこども200名がアジア太
平洋の10か国・地域にホームステイする「地球の風 
使節団（ミッションプロジェクト）を実施。

10年記念事業でピース大使69名を再招聘。各地で
ピース大使を中心としたブリッジクラブを創設。「アジ
ア太平洋こどもサミット」開催。

こども大使が福岡市内の小学校に登校する「学校
登校プログラム」を開始。

20周年記念事業「未来ビジョン発表会」「イエロー
キャンペーン」などを実施。
BICO(ブリッジクラブ国際組織)発足。

福岡市教育委員会と共催して「スクールビジット」
事業を開始。

30周年記念事業「大同窓会」などを実施。31年目
以降の将来構想発表。事業名称をBRIDGE KIDS 
PROGRAMS(BKP)に改める。

新事業総称「BRIDGE KIDS PROGRAMS」のも
と、招聘型事業を「BRIDGE Summer Camp」、派
遣型事業を「BRIDGE Challenge Trip」として実
施。BRIDGE Summer Camp内で、福岡の小学生
128名が参加をする全体交流プログラム「ブリッ
ジキッズ交流会」を初開催。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的拡大
の影響でBRIDGE Challenge Trip、BRIDGE Summer 
Campを中止に。代替案としてインターネットを利用した
交流事業「BRIDGE Summer WEB Camp」を実施。

福岡と世界をオンラインでつなぐ「BRIDGE Virtual 
Summer Camp」(BVSC)を開催。約200名のこども
が参加。

BVSC開催そしてAPCCのネットワークで学校や企業を
つなぐ教育コンテンツを展開する教育サイト「APCC for 
education」を開設。

1989

1994

1998

2000

2012

2008

第１回

第6回

第10回

第12回

第20回

第24回

第30回

第31回事業年度（BKP2019）

第32回事業年度（BKP2020）

第33回事業年度（BKP2021）

第34回事業年度（BKP2022）

2018

2019

2020

2022

2021

これまでの歩み

For the past 34 years, APCC has been focusing on creating opportunities for 
children in Fukuoka to gain interest in and to be motivated in diving into the whole 
wide world through the international exchanges. Interacting with the friends of the 
same generation from abroad triggers new interests and motivation. It goes the 
same for the online exchanges this year - children took on new challenges to 
communicate with the people from a variety of countries and regions in English, 
and it was great to see how they grew through each interaction. In autumn, Peace 
Ambassadors visited Fukuoka, which was the first in-person program in 3 years. 
They participated in the APCC program as Junior Ambassadors when they were 
11 years old, and have been engaging with us through BRIDGE CLUB upon their 
return. It is invaluable to us that they are flourishing in their own countries and 
regions while still maintaining connections with APCC and Fukuoka. This is thanks 
to the corporations, volunteers, and people in the community who supported us 
throughout the time, and we would like to express our appreciation for all of 
them. In order to make the best of such a network and to provide children with 
opportunities that trigger learning and findings, we have created our educational 
website “APCC for Education.” We have been able to aim for the same goal while 
adapting our program to the dynamic society, environment and generation to 
provide children with opportunities of intercultural exchanges, which has only 
been possible with your support. We will keep delivering initiatives for the 
children who carry the future to equip themselves with global perspectives, 
curiosity and a growth mindset. Thank you for your continued support. 

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡

麻生 泰理事長

Yutaka Aso

The Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA
Chairperson

APCCはこれまでの34年間、福岡のこども達が海外との出会い・交流を
通して、広い世界への興味づくり、チャレンジするきっかけづくりに力を入れ
て参りました。同世代の海外の友達と交流することは、こども達にとって興
味、そしてエネルギーを持つ機会にも成ってきています。今年度のオンライン
を活用した交流でも、様々な国・地域の人と英語でコミュニケーションをと
らなければならないという環境は、こども達にとって大きな挑戦となり、回を
重ねるごとに成長していく姿はとても頼もしく感じました。さらに、秋には
ピース大使らが福岡を再び訪れ、3年ぶりの対面事業を実施することができ
ました。彼らは11歳の時にこども大使としてAPCCの事業に参加し、帰国し
た後もブリッジクラブのメンバーとして活動を続けてくれています。青年と
なった彼らが自国で活躍し、さらにはAPCC、ここ福岡と繋がり続けてくれ
ていることは私達にとってかけがえのない財産であり、これまでご支援くだ
さった企業様、ボランティアの皆様、地域の方々のおかげであると感謝申し
上げます。
また、そういったAPCCならではの人と人の繋がりを活かし、より多くの

こども達に「きっかけ作り」となる機会を提供するために、教育サイト
「APCC for education」をオープンいたしました。目指すものは変えずに、
その時々の社会・環境・時代に合った手法を用いて形を変えながら継続
し、こども達に異文化に触れる機会を提供できているのは、皆様の応援が
あってこそです。
今後も未来を担うこども達へ、グローバルな視野、好奇心、向上心を身に

付けてもらう活動を続けて参ります。今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜
りますよう、お願い申し上げます。

Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA (APCC)

①By interacting with each other, children from Asia and the Pacific will learn more 
about each other's countries, regions and cultures

②Promote mutual understanding among the countries/regions of Asia and the Pacific
③Nurture young people to be culturally sensitive and have an international 
mindset, and create an environment that encourages this

Title

Slogan

Objectives

BRIDGE KIDS PROGRAMS

We are the BRIDGE  -We connect dreams around the world-

③ 国際感覚あふれる青少年を育成し、それを取り巻く環境を創ること

事業総称
テーマ

事業目的

主　催

BRIDGE KIDS PROGRAMS
We are the BRIDGE ～つなげます。 世界の夢を～

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡 (APCC)

① アジア太平洋諸国･地域のこども達が交流を通してお互いの国や地域、
文化について考察すること

② アジア太平洋諸国・地域の相互理解を促進すること

● BRIDGE Summer Camp (ブリッジ サマーキャンプ)

● BRIDGE Challenge Trip (ブリッジ チャレンジトリップ)

世界30以上の国や地域から11歳のこども大使ら約300名を福岡に招聘。ホームステイや学校
登校、ワークショップや交流キャンプを体験し、福岡のこども達と触れ合いながら交流します。

福岡のこども達を世界各国・地域に派遣し、ホームステイや学校訪問を通して異文化へ
の理解を深めます。日本文化への興味・探求を促すきっかけにもなります。

Host Organization

APCC（Asian-Pacif ic Chi ldren’s Convent ion in 
FUKUOKA＝アジア太平洋こども会議・イン福岡）は、福岡市政
100周年の1989年、「よかトピア」の参加事業としてスタートし
ました。31回目（2019年）を機に、事業名称を「BRIDGE KIDS
PROGRAMS」とし、招聘型事業「BRIDGE Summer Camp」
と派遣型事業「BRIDGE Challenge Trip」を軸に多彩な国際
交流事業を展開。福岡とアジア太平洋諸国・地域の未来を担う
こども達に、グローバルな視点やOMOIYARIの心を育む機会
を提供しています。2020～2022年度は新型コロナウイルスの
影響で、オンラインを活用したプログラムを開催したり、APCC
ならではのリソースとネットワークを活用した新しい形の事業
に取り組んだりと、APCCは進化を続けています。

APCC／BRIDGE KIDS PROGRAMSとは？

APCC (Asian-Pacific Children’s Convention in FUKUOKA) was 
launched in 1989, the year of Fukuoka City’s 100th anniversary, 
as a commemorative event of the Asian-Pacific Exposition. In 
2019, the 31st APCC renamed its initiative to “BRIDGE KIDS 
PROGRAMS” which consists of the exchange program in 
Fukuoka: “BRIDGE Summer Camp” and the overseas exchange 
program: “BRIDGE Challenge Trip.” Having these two operations 
as core pillars, APCC developed a variety of international 
exchange programs and are providing children who are the 
future of Fukuoka and the Asian-Pacific countries and regions 
with opportunities to gain global mindset and OMOIYARI spirit. 
Due to the COVID-19, between 2020 and 2022, APCC has been 
maximizing its values by developing online programs and 
creating new initiatives by utilizing its own resources and 
network. 

34th APCC: BRIDGE KIDS PROGRAMS 2022 concluded successfully by 
delivering “BRIDGE Virtual Summer Camp” where 122 children from 21 
countries and regions and 61 elementary school students in Fukuoka interacted 
and the first in-person “Peace Ambassador Program” in 3 years where we 
invited 13 participants in Fukuoka from 12 countries and regions. Since 2020, 
COVID-19 prevented us from delivering our core programs: the exchange 
program in Fukuoka and the overseas exchange program for almost 3 years. As 
a result of continuously examining the ways to enable international exchanges 
despite this challenge, we were able to utilize this difficult time to create new 
initiatives such as “BRIDGE Virtual Summer Camp” by making the most of the 
online resources and “APCC for Education”. We believe that the connections 
with the countries and regions around the world that APCC has cultivated for 
over 30 years will contribute to the internationalization and the development of 
Fukuoka. Resuming the in-person program next year, we will strive to keep 
making an effort to increase interests in different cultures and international 
exchanges of children and citizens in Fukuoka by making the most of our 
experience and new know-hows gained from the pandemic. We are extremely 
grateful for the continued support we received amidst the challenging time, and 
for this I would like to express my deepest appreciation. “APCC Supporter's 
Association” will keep offering our support so that APCC will be enriched and 
develop further. 

アジア太平洋こども会議・イン福岡 支援の会

石原 進会長

Susumu Ishihara

APCC Supporters Association
Presidents

アジア太平洋こども会議・イン福岡（APCC）第34回事業年度、BRIDGE 
KIDS PROGRAMS 2022は、21か国・地域122名の海外のこども達と、61
名の福岡の小学生がオンライン上で交流した 『BRIDGE Virtual Summer 
Camp』、そして12か国・地域より13名の参加者を海外から招聘し、3年ぶり
に福岡にて対面で行った『ピース大使プログラム』の開催をもって、成功裏
に終了いたしました。
2020年より続く新型コロナウイルス感染症の影響により、APCCでは事

業の柱となる招聘型・派遣型の両事業が約3年間、開催できない時期が続
きました。しかしながら、このような状況下でも、海外との交流ができないか
と検討を重ねた結果、オンラインを駆使した『BRIDGE Virtual Summer 
Camp』や『APCC for education」など、今までにない新しい事業を創り出
すことができた時期でもございました。
これまで30年以上の長期にわたり、APCCがつないできた世界中の国・

地域との交流は、福岡の国際化やこれからの発展にも大きな意義を持つも
のだと考えます。来年度には、いよいよ対面での事業が再開されますが、こ
れまでの経験とコロナ禍で培った新たなノウハウを生かし、福岡のこども達
や市民の皆様に、異文化や国際交流への興味を持っていただける事業を展
開できるよう、さらに尽力する所存です。
最後となりますが、このような状況下にも拘わらず、今年もたくさんの方々

から変わらぬご支援をいただきましたこと、誠に有り難く心より厚く御礼を
申し上げます。「支援の会」といたしまして、今後ともAPCCがさらに充実、発
展いたしますよう、支援を続けてまいりたいと存じます。
皆様のご支援に感謝申し上げ、お礼の挨拶といたします。

＼思い出がいっぱい／

キャンプや
学校訪問も♪

日本文化
を

体験！

＼1989年第1回 1000人を超えるこども大使がやってきました／
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福岡市政100周年記念「アジア太平洋博覧会（よか
トピア）」の参加イベントとして初のアジア太平洋こ
ども会議・イン福岡を開催。
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平洋の10か国・地域にホームステイする「地球の風 
使節団（ミッションプロジェクト）を実施。

10年記念事業でピース大使69名を再招聘。各地で
ピース大使を中心としたブリッジクラブを創設。「アジ
ア太平洋こどもサミット」開催。
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登校プログラム」を開始。

20周年記念事業「未来ビジョン発表会」「イエロー
キャンペーン」などを実施。
BICO(ブリッジクラブ国際組織)発足。

福岡市教育委員会と共催して「スクールビジット」
事業を開始。

30周年記念事業「大同窓会」などを実施。31年目
以降の将来構想発表。事業名称をBRIDGE KIDS 
PROGRAMS(BKP)に改める。

新事業総称「BRIDGE KIDS PROGRAMS」のも
と、招聘型事業を「BRIDGE Summer Camp」、派
遣型事業を「BRIDGE Challenge Trip」として実
施。BRIDGE Summer Camp内で、福岡の小学生
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education」を開設。
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これまでの歩み

For the past 34 years, APCC has been focusing on creating opportunities for 
children in Fukuoka to gain interest in and to be motivated in diving into the whole 
wide world through the international exchanges. Interacting with the friends of the 
same generation from abroad triggers new interests and motivation. It goes the 
same for the online exchanges this year - children took on new challenges to 
communicate with the people from a variety of countries and regions in English, 
and it was great to see how they grew through each interaction. In autumn, Peace 
Ambassadors visited Fukuoka, which was the first in-person program in 3 years. 
They participated in the APCC program as Junior Ambassadors when they were 
11 years old, and have been engaging with us through BRIDGE CLUB upon their 
return. It is invaluable to us that they are flourishing in their own countries and 
regions while still maintaining connections with APCC and Fukuoka. This is thanks 
to the corporations, volunteers, and people in the community who supported us 
throughout the time, and we would like to express our appreciation for all of 
them. In order to make the best of such a network and to provide children with 
opportunities that trigger learning and findings, we have created our educational 
website “APCC for Education.” We have been able to aim for the same goal while 
adapting our program to the dynamic society, environment and generation to 
provide children with opportunities of intercultural exchanges, which has only 
been possible with your support. We will keep delivering initiatives for the 
children who carry the future to equip themselves with global perspectives, 
curiosity and a growth mindset. Thank you for your continued support. 

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡

麻生 泰理事長

Yutaka Aso

The Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA
Chairperson

APCCはこれまでの34年間、福岡のこども達が海外との出会い・交流を
通して、広い世界への興味づくり、チャレンジするきっかけづくりに力を入れ
て参りました。同世代の海外の友達と交流することは、こども達にとって興
味、そしてエネルギーを持つ機会にも成ってきています。今年度のオンライン
を活用した交流でも、様々な国・地域の人と英語でコミュニケーションをと
らなければならないという環境は、こども達にとって大きな挑戦となり、回を
重ねるごとに成長していく姿はとても頼もしく感じました。さらに、秋には
ピース大使らが福岡を再び訪れ、3年ぶりの対面事業を実施することができ
ました。彼らは11歳の時にこども大使としてAPCCの事業に参加し、帰国し
た後もブリッジクラブのメンバーとして活動を続けてくれています。青年と
なった彼らが自国で活躍し、さらにはAPCC、ここ福岡と繋がり続けてくれ
ていることは私達にとってかけがえのない財産であり、これまでご支援くだ
さった企業様、ボランティアの皆様、地域の方々のおかげであると感謝申し
上げます。
また、そういったAPCCならではの人と人の繋がりを活かし、より多くの

こども達に「きっかけ作り」となる機会を提供するために、教育サイト
「APCC for education」をオープンいたしました。目指すものは変えずに、
その時々の社会・環境・時代に合った手法を用いて形を変えながら継続
し、こども達に異文化に触れる機会を提供できているのは、皆様の応援が
あってこそです。
今後も未来を担うこども達へ、グローバルな視野、好奇心、向上心を身に

付けてもらう活動を続けて参ります。今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜
りますよう、お願い申し上げます。

Asian-Pacific Children's Convention in FUKUOKA (APCC)

①By interacting with each other, children from Asia and the Pacific will learn more 
about each other's countries, regions and cultures

②Promote mutual understanding among the countries/regions of Asia and the Pacific
③Nurture young people to be culturally sensitive and have an international 
mindset, and create an environment that encourages this

Title

Slogan

Objectives

BRIDGE KIDS PROGRAMS

We are the BRIDGE  -We connect dreams around the world-

③ 国際感覚あふれる青少年を育成し、それを取り巻く環境を創ること

事業総称
テーマ

事業目的

主　催
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Host Organization

APCC（Asian-Pacif ic Chi ldren’s Convent ion in 
FUKUOKA＝アジア太平洋こども会議・イン福岡）は、福岡市政
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Fukuoka: “BRIDGE Summer Camp” and the overseas exchange 
program: “BRIDGE Challenge Trip.” Having these two operations 
as core pillars, APCC developed a variety of international 
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Association” will keep offering our support so that APCC will be enriched and 
develop further. 

アジア太平洋こども会議・イン福岡 支援の会

石原 進会長

Susumu Ishihara

APCC Supporters Association
Presidents
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これまで30年以上の長期にわたり、APCCがつないできた世界中の国・

地域との交流は、福岡の国際化やこれからの発展にも大きな意義を持つも
のだと考えます。来年度には、いよいよ対面での事業が再開されますが、こ
れまでの経験とコロナ禍で培った新たなノウハウを生かし、福岡のこども達
や市民の皆様に、異文化や国際交流への興味を持っていただける事業を展
開できるよう、さらに尽力する所存です。
最後となりますが、このような状況下にも拘わらず、今年もたくさんの方々

から変わらぬご支援をいただきましたこと、誠に有り難く心より厚く御礼を
申し上げます。「支援の会」といたしまして、今後ともAPCCがさらに充実、発
展いたしますよう、支援を続けてまいりたいと存じます。
皆様のご支援に感謝申し上げ、お礼の挨拶といたします。
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BRIDGE Virtual
Summer Camp 2022
BRIDGE Virtual
Summer Camp 2022

参加者の声

菅原朝陽さん 小学４年生（福岡市南区）

新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、前年に続き2022年
度もインターネットを活用し、オンライン上で活動・交流する
「BRIDGE Virtual Summer Camp（ブリッジ バーチャル サ
マーキャンプ）」を７～９月に実施しました｡「世界中に友達を作ろ
う」をテーマに、全５回のプログラムで構成。21か国・地域26団か
らこども大使122名、FUKUOKA KIDS（公募で選ばれた福岡県
内在住の小学４～６年生）が61名、総勢183名が参加しました。
自分自身や自分の国の食べ物について紹介したり、一緒にダンス
をしたり、世界共通の課題である環境について考えたり。こども
達は、言葉の壁を越えて多様な文化への理解を深め、友情を育む
時間を楽しく過ごしました。

Despite the pandemic, we continued delivering “BRIDGE Virtual 
Summer Camp” where children interacted with each other online 
through 5 sessions under the theme of “Let’s make friends around 
the world ” between July and September 2022.  183 children 
participated, which consisted of 122 Junior Ambassadors from 26 
delegations of 21 countries and regions and 61 FUKUOKA KIDS 
(4th-6th graders in Fukuoka prefecture who were selected through 
the open recruitment process.) They enjoyed their time to nurture 
their friendship by deepening their understanding towards a variety 
of cultures regardless of the language barrier through activities 
including dance and discussions over the worldwide concerns for 
the environment. 

21か国・地域から参加
総勢183人がオンライン上で交流！

● 参加者

中国／韓国／香港／台湾／シンガポール／フィリピン／タイ／マレーシア／
インドネシア／バングラデシュ／ブータン／インド／ネパール／モンゴル／スリランカ／
オーストラリア／ハワイ／パプアニューギニア／ミャンマー／モルディブ／カンボジア／
イポー市（マレーシア）／アトランタ市（アメリカ）／大連市（中国）／ペルー／キルギス

こども大使（海外から参加の11歳前後のこども）……… 122人
FUKUOKA KIDS（福岡県内在住の小学４～６年生）……61人

● 参加国・地域

■ Day １　７月10日 ■ Day ２　７月23、24日
■ Day ３　８月 ６、７日 ■ Day ４　８月20、21日
■ Day ５　９月 ４日

英語で自己紹介

Nice to meet you!

　Day 2では、キリバスの海面上昇の問題を例にして、それぞ
れの国の環境問題について考え、調べるよう出題。Day ３では
調べた内容を絵やスライドを使って発表しました。また、元こど
も大使で、現在国連に勤務しているピース大使から、世界で取
り組まれている環境問題についての話も聞きました。Day 4で
は、自分たちが環境をよくするために何ができるのかを考え、各
自の「アクションプラン」を発表しました。

　APCCのテーマソング「We are the BRIDGE」に合わせた振り
付けを覚え、みんなでダンス。一緒に歌いながら踊ることで、距
離は離れていても、心が一つになれる時間を過ごしました。また、
プログラムの開始時にはAPCC恒例のマカレナダンスで元気に
スタート！リラックスして交流を始めることができました。

みんなでレッツ、ダンス！

Fun Activity

環境問題について考えよう

Let’s Learn Positively

仲の良い友達ができました！
最初は英語を話すのにドキドキしたし、発表用の文章を考えるのが大変でしたが、
だんだん楽しくなりました。食べ物の発表では「人気のあるお菓子」としてじゃがりこを
選び、たくさん味の種類があることを紹介しました。こども大使は英語がすごく上手で

驚きました。同じグループのマレーシアのチャヤさんは、元気いっぱい
にあいさつや発表をしていたので、僕も元気よく声を出そうと思いまし
た。韓国のドンくんと仲良くなって、プログラムが終わってからも動画
のやり取りなどをしています。

努力し勇気を出した娘の姿に感動

小学５年生の娘が
FUKUOKA KIDSで参
加しました。今回、こん
なに短時間で大きく成
長する姿を見ることが
できて、とても驚いてい
ます。最初の「Nice to 
meet you!」の時間に
は全く話せず固まって
いたのが、Day 4ではしっかり話せていて、努力して勇気
をふりしぼった瞬間を見られ感動しました。今回娘が得
た自信は、これからの生活にも生かされていくと思いま
す。優しく丁寧に接してくださったファシリテーターさん
にも感謝しています。

浅田理恵さん（福岡市西区）

保護者の声

参加者の声

環境のためにできることを確認
今回、他の国で
も同じような環境
問題があると分か
り、どうすれば地球
を守れるのかたくさ
ん話し合いました。
私たちができる行
動は、1. プラスチッ
ク製品を海に捨てない 2. 職場や学校まで車で行く代わ
りに自転車に乗ったり歩いたりする 3. 食品廃棄物を植物
を保護する資材として処理して植物の成長を助ける 4. 木
を植える、などです。家族やコミュニティー、州や国に前向
きな姿勢とアイデアを発信していくのが大事だと感じまし
た。自分の好きなお菓子も知ってもらい、ダンスやゲームの
Fun Activityも楽しかったです！

フィロメナさん 11 才（パプアニューギニア）

　国内外混合の７、８人で構成した27グルー
プに分かれ、自分の国の食べ物について紹介
しました。テーマ「人気がある麺料理」「人気
があるお菓子」「人気がある飲み物」「人気が
あるおかず料理」「特別な日の料理」につい
て、それぞれが考え、調べたことをまとめて
Day 3に発表しました。さらにDay 4では食べ
物クイズをグループごとに考えて出題。みんな
で答えながら大いに盛り上がりました。

　ランダムに分けられた新しいグループで、英語で自由に話を
する時間を設けました。Day 2の初回では、恥ずかしさや緊張
からあまり話せない子もいましたが、Day 4の３回目では、緊
張もとけて、楽しそうに話をする姿が多く見られました。名前や
国、好きな食べ物や好きな物など、英語で自己紹介をしなが
ら、お互いのことを知る時間になりました。

フィリピンの
人気のある食べ物！

お寿司を
紹介
します

国際交流の尊さ分かち合う仲間に

現在大学生で、
昨年に続き参加し
ました。数回のプ
ログラムの中で、
こども達が成長し
ていく姿を見て、彼
らの今後の人生に
この活動が少なか
らず影響を与える
かもしれないと考えると、自分自身もとてもやりがいを感
じました。また、このような事業に賛同し、支えるボラン
ティアの方々などの熱意に触れ、国際交流の尊さを知る心
強い仲間ができたと思えました。今後の自分の語学勉強
など、良い影響を受けられました。

穴井颯真さん 大学3 年生（北九州市戸畑区）

ファシリテーターボランティアの声

歌って
踊ったよ♪

環境について調べました

世界の食文化を知ろう

Knowing Each Other
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参加者の声

菅原朝陽さん 小学４年生（福岡市南区）

新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、前年に続き2022年
度もインターネットを活用し、オンライン上で活動・交流する
「BRIDGE Virtual Summer Camp（ブリッジ バーチャル サ
マーキャンプ）」を７～９月に実施しました｡「世界中に友達を作ろ
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● 参加国・地域

■ Day １　７月10日 ■ Day ２　７月23、24日
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FUKUOKA KIDSで参
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なに短時間で大きく成
長する姿を見ることが
できて、とても驚いてい
ます。最初の「Nice to 
meet you!」の時間に
は全く話せず固まって
いたのが、Day 4ではしっかり話せていて、努力して勇気
をふりしぼった瞬間を見られ感動しました。今回娘が得
た自信は、これからの生活にも生かされていくと思いま
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保護者の声

参加者の声
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も同じような環境
問題があると分か
り、どうすれば地球
を守れるのかたくさ
ん話し合いました。
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動は、1. プラスチッ
ク製品を海に捨てない 2. 職場や学校まで車で行く代わ
りに自転車に乗ったり歩いたりする 3. 食品廃棄物を植物
を保護する資材として処理して植物の成長を助ける 4. 木
を植える、などです。家族やコミュニティー、州や国に前向
きな姿勢とアイデアを発信していくのが大事だと感じまし
た。自分の好きなお菓子も知ってもらい、ダンスやゲームの
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あるおかず料理」「特別な日の料理」につい
て、それぞれが考え、調べたことをまとめて
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物クイズをグループごとに考えて出題。みんな
で答えながら大いに盛り上がりました。
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張もとけて、楽しそうに話をする姿が多く見られました。名前や
国、好きな食べ物や好きな物など、英語で自己紹介をしなが
ら、お互いのことを知る時間になりました。

フィリピンの
人気のある食べ物！

お寿司を
紹介
します

国際交流の尊さ分かち合う仲間に

現在大学生で、
昨年に続き参加し
ました。数回のプ
ログラムの中で、
こども達が成長し
ていく姿を見て、彼
らの今後の人生に
この活動が少なか
らず影響を与える
かもしれないと考えると、自分自身もとてもやりがいを感
じました。また、このような事業に賛同し、支えるボラン
ティアの方々などの熱意に触れ、国際交流の尊さを知る心
強い仲間ができたと思えました。今後の自分の語学勉強
など、良い影響を受けられました。

穴井颯真さん 大学3 年生（北九州市戸畑区）

ファシリテーターボランティアの声

歌って
踊ったよ♪

環境について調べました

世界の食文化を知ろう

Knowing Each Other
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PAプログラムPAプログラム

10月24日-27日 入国

表敬訪問

バーチャルPAプログラム

キッズアートプロジェクト

10月24日-27日 

10月28日-30日

10月29日

ピース大使10名、国際組織BCIO
（ BRIDGE  CLUB International 
Organization）マネジメントチーム3名
が福岡に到着。入国・出国時の送迎は
インビテーション部会が担当しました。

11月4日-6日 帰国
約2週間のプログラムが無事
終了。楽しい思い出とたくさんの
経験を得てそれぞれの国へと帰
国しました。お疲れさまでした!

オンラインで台湾、ロシア、ペルーか
らも参加。各国・地域での活動や今後
について意見交換しました。ブリッジ
バーチャルサマーキャンプでこども達が
踊った「We a re  the  
BRIDGE」をPAも元気
にエンジョイ!

APCC×Global Startup Centerコラボイベント10月30日

福岡市のスタートアップ支援施設内のグ
ローバルスタートアップセンターと共同でイベ
ントを実施。福岡で起業した海外の方2名を講
師に招いて起業講話を聞いたり、高校・大学生
や社会人の参加者と英語でフリートークを交
わしたりしました。施設見学も体験しました。

グローバルアリーナで活動10月31日-11月4日

PAはチームビルディングのため
のアクティビティをはじめ、共通の
問題を話し合うなど、チームとして
の結束力を高める活動に取り組み
ました。今後の活動についても活
発に意見交換しました。

宗像中学校と交流11月1日

福岡県立宗像中学校の生徒と交流。生徒は事
前にPAへの質問を考える事前学習に取り組み、
当日は各学年の代表者が英語であいさつを披
露。PAは各自のブースに分かれて写真や動画で
自国を紹介し、生徒からの質問に答えるなどし
て交流しました。

宮地嶽神社参拝、ハイキング、茶道体験11月2日

PAの半日リフレッシュデー。福
岡県福津市の宮地嶽神社に参拝
して宮地山をハイキング。その後
に茶道体験を通して日本文化に
触れました。最後は真っ赤な夕日
を眺めながらフォトタイム。

BCJ・ホストファミリー・ボランティアとの交流11月3日

みんなで楽しめるアクティビティーを通して親睦を深め、
ホストファミリーとの涙の再会、ボランティアとの交流の時
間を持ちました。

a.ladonna.合同会社の「TSUNAGUプロ
ジェクト」とコラボレーションして小中学生と
一緒に世界に1つだけのTシャツを作成。完成
したTシャツをみんなで紹介しあう時間も楽
しく過ごしました。

福岡県副知事の大曲昭恵氏、福岡
市長の髙島宗一郎氏を訪問。
「福岡の方 と々の交流を通じて
福岡と世界をさらに繋いでく
ださい」というメッセージがPA
に送られました。

ピース大使（PA）が３年ぶりに福岡に集結！ PAとは過去にこども大
使を経験したOB・OG。今回、海外13人、日本２人のPAが福岡県内で
さまざまな交流を展開し、各国・地域の同窓会組織「BRIDGE CLUB
（BC）」の活動をさらに広げるための意見を交換しました。福岡の小中
学生との交流をはじめ、ホストファミリーとの涙の再会など、心温まる時
間も過ごしました。

Peace Ambassadors(PAs) came back to Fukuoka for the first time in 3 
years! PAs are former participants of APCC who fulfilled their role as 
Junior Ambassadors(JAs). 13 PAs from abroad and 2 Japanese PAs took 
par t in a variety of interactions within the Fukuoka prefecture and 
exchanged ideas to further expand the operations of the BRIDGE CLUB, 
the alumni network, in the respective countries and regions. They spent 
heartwarming moments engaging with elementary school and junior high 
school students in Fukuoka and reuniting with their host families. 

ピース大使が３年ぶりに福岡で活動

バングラデシュ／ブータン／インド／モルディブ／ネパール／パキスタン／パプ
アニューギニア／フィリピン／スリランカ／ハワイ／インドネシア／ミャンマー
オンラインのみ：ロシア／ペルー／台湾

● 参加国・地域

日程：2022年10月24日～11月6日
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BRIDGE CLUB　ブリッジクラブ APCC for education

ますます広がる同窓会ネットワーク 教室と世界、学校と企業をつなぐ
教育サイトを始動APCC参加者を中心とした同窓会組織「BRIDGE CLUB（BC）」は

1998年に設立。2008年には国際組織BCIO（BR IDGE  CLUB 
International Organization）を設立しました。
活動目的に「国際的な視野を兼ね備えた、明日を担うリーダーを育てる」

「政治・宗教や個人的利益にとらわれない真の“地球市民”ネットワークを作
る」「そのネットワークを世界中に広げ、友情の輪を作り、平和な社会を作
る」の３つを掲げ、ピース大使、各国BCプレジデント経験者らによる執行
部（BCIO Management Team、BCIO 本部メンバー）を中心に、各国 BC
の活性化や企画に取り組んでいます。また大学に進学したり、社会で活躍
したりするメンバーのグループ（BRIDGE CLUB Professional Network、
BCPN）は、専門的な知識や経験、アイデアを交換する場を設けています。

　世界40を超える国と地域、200を超える企業とのつながり
を持つAPCC。このネットワークを活用し「教室と世界」「学校
と企業」をつなぐ教育に特化したWebサイトを2022年4月に
オープンしました。 APCCオリジナルの動画教材やオンライン
交流、企業の出前授業などを通して、教科書だけでは得られ
ない学びや新しい発見を提供しています。

APCCボランティア

幅広い年齢層が登録し
国際交流をサポート
APCCの事業は、たくさんの市民ボラン
ティアのサポートを受けて運営しています。
2022年度は10～70代までの学生、社会
人、シニアなど幅広い年齢層が参加しまし
た。メンバーは部会と呼ばれるグループに
分かれ、それぞれの活動を展開しました。

部会の枠を超えてオンライ
ン交流を2回実施。また、12月
には「ALL in ALL」を通して
ボランティア同士の懇親を深
めました。クイズやグループ
ワークで盛り上がりました！

　世界中のこども達が自分自身の「家」や「朝ごはん」「制服」などの
日常生活を英語で紹介。 2022年度は8か国・地域7テーマ、合計56
個の動画を掲載。オンライン交流の事前事後学習や英語教材として
活用されています。

2022年はオンラインを活用してBRIDGE 
Virtual Summer Campの事前研修や会
議、リハーサルを実施。本番の実施でこども
達の交流をしっかりと支えました。

各国BCの現地での活動を一部ご紹介します♪

ファシリテーターボランティア

動画教材（2023年3月現在）

これまで

42
団体設立

企業の持つ出前授業やゲス
トティーチャーを紹介。2022 
年度は宗像市のこども達と企業
2社を繋ぎました。普段聞くこと
のできない話に、こども達は刺
激を受けたようです。

西戸崎小学校、那珂小学校、小呂小学校、平尾小学校、老司小学校、
一ケ岡小学校（宮崎県延岡市）、伊形小学校（同市）

バングラデシュ、台湾、ネパール、パプアニューギニア（2回）、
ニューカレドニア（2回）

企業紹介

バングラデシュとグループ交流 日本の給食について紹介

得意の一輪車を台湾のみんなに披露 ニューカレドニアのこども達

ゲストティーチャーによる講義 グループワーク 企業提供の各国絵日記パネル

■ 事前研修１　2022年５月28、29日 (参加26名)
■ 事前研修２　2022年６月11、12日 (参加27名)
■ 事前研修３　2022年６月25、26日 (参加27名)

■ 第１回　　2022年４月10日 (参加22名)
■ 第２回　　2022年５月20日 (参加18名)
■ All in All　2022年12月10日 (参加23名)

BCインドネシアの活動をさらに活発にす
るためにメンバーで募金活動を行いました。

BCハワイのメンバー間の交流を深めること
を目的にミュージカルイベントを開催しました。

実施校

交流先

オンライン交流

日本の学校と海外をオンラインでつな
ぎ、リアルタイムでの交流を提供。福岡市
内の小学校だけでなく、離島や県外の学
校でも実施し、オンラインならではの交流
の機会を日本中に届けています。

ボランティア交流会

BCインドとBCスリランカ合同の「フード
フェスタ」プログラムを実施。オンラインで
自国の食べ物をお互いに紹介しました。

BCインド＆BCスリランカBCハワイBCインドネシア

アクセスは
コチラから

バーチャルファシリテーター部会
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企業の持つ出前授業やゲス
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年度は宗像市のこども達と企業
2社を繋ぎました。普段聞くこと
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APCCの夏の恒例事業。世界30以上の国や地域から200名を超えるこども大使と引
率者を福岡に招聘。福岡の街全体をキャンプ地に見立てて約２週間の期間中、ホーム
ステイや学校登校、交流キャンプを通して福岡の市民と触れ合い交流を繰り広げます。
一般公開型のパフォーマンスイベント「We are the BRIDGEフェスティバル」では自
国の民族衣装に身を包み、歌やダンスを披露します。

Serving as APCC’s annual summer program, the BRIDGE Summer Camp invites over 200 
JAs and chaperons from more than 30 countries and regions to Fukuoka. During the two 
weeks, participants interact with people in Fukuoka through homestays, attending schools 
and an interactive camp, which turns the whole of Fukuoka into one big campsite. At the 
“We are the BRIDGE festival”, a performance event open to the public, JAs sing and dance 
in their traditional clothings. 

Every spring break and every other summer break, BRIDGE Challenge Trip sends children 
(about 10-18 years old) to the countries and regions within the APCC network for about a week. 
They have opportunities to develop understanding of different cultures through homestaying 
and visiting local schools. Through this trip, not only they get to experience life abroad, they 
also develop interests and inquisitiveness in Japanese culture. 

毎年春休みと隔年の夏休みに、APCCとネットワークを持つ国・地域へ福岡県の青
少年（小学5年生～高校３年生）を約１週間派遣。現地でのホームステイや学校訪問を
通して異文化への理解を深めます。海外の生活を体験するだけでなく、日本文化への
興味・探求を促すきっかけにもなっています。

APCCの2大事業BRIDGE KIDS PROGRAMSでは、招聘型の
「BRIDGE Summer Camp」と派遣型の「BRIDGE Challenge Trip」
を柱に、主にこども達を対象とした国際交流プログラムを展開していま
す。コロナ禍の2020～2022年の３年はオンライン上の交流を実施し、
2023年度からは通常の対面での事業を再開する予定です。

BRIDGE KIDS PROGRAMS undertakes two of the biggest 
operations of APCC, the exchange program in Fukuoka: 
“BRIDGE Summer Camp” and the overseas exchange program: 
“BRIDGE Challenge Trip,” which are international exchange 
programs targeting mainly children. Due to the pandemic, 3 
years between 2020 and 2022 were delivered online and we 
are expecting to resume the in-person programs as of 2023. 

■ スクールビジット／ 1日
■ パフォーマンスイベント（一般公開）／1日
■ 各種体験型プログラム、ワークショップなど
（日帰り、企業提供によるＣＳＲメニューを想定）

帰国出国 帰国出国

5～８団程度
（団員約120人、引率約24人）

2～４団程度
（団員約60人、引率約12人）

春休み 夏休み（隔年）

出国入国

❶オリエンテーションプログラム ❷ホームステイプログラム ❸全体交流プログラム

＼ 日本の生活に慣れよう！ ／ ＼ 日本の家庭・学校体験 ／ ＼ ブリッジキッズ交流会 ／

約3日間 約5日間 約３日間

期間中の主なプログラム

1 Day 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

BRIDGE CLUB(ブリッジクラブ)

その他

ロシア
モンゴル

中国
大連

香港
韓国

ラオス
ミャンマー

タイ

オーストラリア

モルディブ

ベトナム
台湾

シンガポール
フィリピン

ハワイ

オークランド
アトランタ

ペルークック諸島トンガ

キリバス

ミクロネシア

マレーシア

イポーインドネシア

カンボジア
スリランカ

パプアニューギニア

バヌアツ

タヒチ
フィジー

ニューカレドニア

ニュージーランド

ソロモン諸島

ネパール

バングラデシュ

インドパキスタン

ブータン
江蘇省

日本

1998年に設立された、APCC同窓生によるネットワーク組織「BRIDGE CLUB」。
2008年には国際組織BCIO（BRIDGE CLUB International Organization）も設立し、
活発な社会貢献活動を展開しています。

これまで
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APCCの夏の恒例事業。世界30以上の国や地域から200名を超えるこども大使と引
率者を福岡に招聘。福岡の街全体をキャンプ地に見立てて約２週間の期間中、ホーム
ステイや学校登校、交流キャンプを通して福岡の市民と触れ合い交流を繰り広げます。
一般公開型のパフォーマンスイベント「We are the BRIDGEフェスティバル」では自
国の民族衣装に身を包み、歌やダンスを披露します。

Serving as APCC’s annual summer program, the BRIDGE Summer Camp invites over 200 
JAs and chaperons from more than 30 countries and regions to Fukuoka. During the two 
weeks, participants interact with people in Fukuoka through homestays, attending schools 
and an interactive camp, which turns the whole of Fukuoka into one big campsite. At the 
“We are the BRIDGE festival”, a performance event open to the public, JAs sing and dance 
in their traditional clothings. 

Every spring break and every other summer break, BRIDGE Challenge Trip sends children 
(about 10-18 years old) to the countries and regions within the APCC network for about a week. 
They have opportunities to develop understanding of different cultures through homestaying 
and visiting local schools. Through this trip, not only they get to experience life abroad, they 
also develop interests and inquisitiveness in Japanese culture. 

毎年春休みと隔年の夏休みに、APCCとネットワークを持つ国・地域へ福岡県の青
少年（小学5年生～高校３年生）を約１週間派遣。現地でのホームステイや学校訪問を
通して異文化への理解を深めます。海外の生活を体験するだけでなく、日本文化への
興味・探求を促すきっかけにもなっています。

APCCの2大事業BRIDGE KIDS PROGRAMSでは、招聘型の
「BRIDGE Summer Camp」と派遣型の「BRIDGE Challenge Trip」
を柱に、主にこども達を対象とした国際交流プログラムを展開していま
す。コロナ禍の2020～2022年の３年はオンライン上の交流を実施し、
2023年度からは通常の対面での事業を再開する予定です。

BRIDGE KIDS PROGRAMS undertakes two of the biggest 
operations of APCC, the exchange program in Fukuoka: 
“BRIDGE Summer Camp” and the overseas exchange program: 
“BRIDGE Challenge Trip,” which are international exchange 
programs targeting mainly children. Due to the pandemic, 3 
years between 2020 and 2022 were delivered online and we 
are expecting to resume the in-person programs as of 2023. 

■ スクールビジット／ 1日
■ パフォーマンスイベント（一般公開）／1日
■ 各種体験型プログラム、ワークショップなど
（日帰り、企業提供によるＣＳＲメニューを想定）

帰国出国 帰国出国

5～８団程度
（団員約120人、引率約24人）

2～４団程度
（団員約60人、引率約12人）

春休み 夏休み（隔年）

出国入国

❶オリエンテーションプログラム ❷ホームステイプログラム ❸全体交流プログラム

＼ 日本の生活に慣れよう！ ／ ＼ 日本の家庭・学校体験 ／ ＼ ブリッジキッズ交流会 ／
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カンボジア
スリランカ

パプアニューギニア

バヌアツ

タヒチ
フィジー

ニューカレドニア

ニュージーランド

ソロモン諸島
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1998年に設立された、APCC同窓生によるネットワーク組織「BRIDGE CLUB」。
2008年には国際組織BCIO（BRIDGE CLUB International Organization）も設立し、
活発な社会貢献活動を展開しています。
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コカ・コーラ  ボトラーズジャパンのご
協力により、福岡各地に設置されている
APCCデザインのチャリティ自動販売機。
広く市民の皆さまからBRIDGEKIDS
PROGRAMSを継続的に支援いただける
ツールです。設置者様の経費的負担なく
設置ができ、企業団体のイメージアップに
もつながります。

チャリティカード

利用額の一部がAPCCの活動資金として寄
付されるクレジットカードです。法人の入会も
受け付けています。

WAONカード
九州全域のイオン各店で発売されている

「FUKUOKA OMOIYARI KIDS WAON」
カード（電子マネー）。利用金額の一部が
APCCの活動資金として寄付されます。
発行／ iOS 版「WAON」アプリ、イオン店頭、APCC事務局
※一部販売していない店もあります

発行手数料／１枚300円
300ポイント付き

APCCの事業継続には、行政からの補助金に
加え、企業や個人からの寄付も大きな原動力で
あり、必要不可欠です。オンライン寄付制度「ス
マイルサポートプロジェクト」で集
まった浄財は、一人でも多くのこど
もが世界を肌で感じる体験がで
きるよう、貴重な活動資金として
大切に使わせていただきます。

１年間のマンスリー寄付でかなうことの例

月1,000円
来日してすぐのオリエンテーション

こども大使５人分の１日の食事
（朝・昼・夕）

月3,000円
１か国・地域のこども達が

日本の学校生活を体験
（給食、移動費など）

ほかにもあなたのご支援で
オンライン交流など

対面以外の国際交流の機会を
提供することができます

We are the BRIDGE カード
 APCCチャリティ自動販売機

Smile Support Project

支援チャリティゴルフ会
「BRIDGE KIDS PROGRAMS 2022支援
チャリティゴルフ会」を11月30日、麻生飯塚ゴ
ルフクラブで開催。寒さの厳しい日ではありまし
たが、日頃からAPCCを支援してくださる企業
や個人の皆様など183名が参加、112の企業か
ら賞品が協賛されました。約350万円にのぼっ
た収益は、貴重な浄財としてAPCCの運営資金
に活用してまいります。チャリティゴルフ会は毎
年開催しており、今年も多くの皆さんの参加を
お待ちしています。

主催：アジア太平洋こども会議・イン福岡　支援の会

【アジア太平洋こども会議・イン福岡 支援の会】
APCCの事業を財政面からサポート、推進する団体

183名、112企業が参加した秋の1日

未来を担うこども達に支援を

オンライン寄付システム

APCCファミリーの一員である
ことを誇りに思います。人生を
変えるような経験をありがとう。
（バングラデシュ・40代女性）

新型コロナウイルスまん延予防
を取りながらの活動大変だと思
います。少しでも協力できればと
思い今回寄付を思い立ちました。
（日本・30代男性）

APCCがこのプログラムを継続
し、もっと多くの国や地域に活
動が広がることを期待します。
（インドネシア・11歳男性）

☎ 0942-33-4147
■ 問い合わせ  モデルクレジット株式会社

スマイルサポーター
からのメッセージ

年会費
無料！

初年度
会費無料！

NEWS

こども大使の経験生かし 
友人作りや学びに

こども大使の経験が、今の自分を作っていると言えま
す。当時世界の人々や異文化に接したことで、私は自立
心を持ち、よりオープンマインドになり、他者への理解も
深まりました。そして、これらの教訓を学生リーダーやス
ポーツ、時にはイベントスピーカーなどに生かすことがで
きました。APCCという一生に一度の機会のおかげで、
私は多くの友人や新しい学びを得たのです。
APCCでの経験は、私の視野を広げ、世界へと目を向
けさせてくれました。そして現在、大学で情報工学を履修
しています。インターネットのスケールは広大であり、テク
ノロジーを利用し、ポップカルチャーを楽しみ、流行を

キャッチすることは、多くの
国の人々に共通する興味の
一部だと感じています。私は
世界中の人 と々つながり、共
感できるようになりました。デ
ジタル分野や自分の趣味・興
味に共感してくれる人がい
て、とてもうれしく思います。
これもAPCCのおかげです。 

ジュリアン アンジェロ・Ｄ・ガルシアさん（フィリピン）

2014年こども大使

世界は家族になれると
APCCは教えてくれる

APCCに参加して国際言語である英語の重要さに気付
き、大学で英語を専攻、多くの国際交流プログラムにも参
加し、今のキャリアにつながりました。現在、カンボジア王
国・教育・青少年スポーツ省の青少年局長を務め、多くの
青少年事業を立ち上げ、発展させるとともに、APCCほか
国際プログラムをお世話する機会にも恵まれています。自
分がAPCCなどから得た知識と経験から、こども達には
視野を広げて潜在能力を解き放ち、地域社会の発展に
参加する機会が与えられるべきだと考えています。
私は、テーマソング「We are the  BRIDGE」が大好き
です。世界はみんなの故郷であり、より良い家族になれる
と気付かされます。次世代のため、より良い明日を築くた
めに手を携えましょう。
当時、私を迎えてくれたホストファミリーはたくさんの愛と
心遣いをくれ、27年経った今も交流を続けています。日本人
は私に、周りの人が誰であっても愛し、尊重することを教え

てくれました。また、APCCに携わっ
ている方々には深く感謝していま
す。事業を成功させ、人々に影響を
与え、私を含む世界の多くのこども
の人生に変化をもたらしています。

スロイ・ソチェアスさん （カンボジア）

1996年こども大使／2001年ピース大使

貴重な国際交流の経験が
私の価値観作った 

2008年にホストファミリーとしてこども大使を受け入
れたのがAPCC初参加。当時、私は小学生でした。その
後、派遣事業でハワイへ行き、高校生時にはGBLAP
（グローバルブリッジリーダー・アクションプログラム）に
参加。ホストファミリーも続けました。 
早い年齢で外国のこども達と交流し、国外へ渡航でき
たことは、私のマインドセットに大きな影響を与えました。
特に自分が「外国人」となる経験を通して、国や人種と
いった偏見なく、１人の人間としてコミュニケーションでき
るようになりました。価値観を形成する大切な時期に
APCCのプログラムで国際交流の機会を得られて、本当
によかったと心から思います。また、GBLAPでネパールを
訪れ法整備が進んでいないと知って法律に興味を持ち、

大学は法学部に進学しま
した。現在は台湾の大学
に留学中です。APCCの
経験は、国外に行くこと
へのハードルをぐんと低く
してくれ、この点でも、私
の人生に大きな影響を与
えていると感じます。

シュードルクロエまいこさん 

ホストファミリー、GBLAP参加 ほか 

海外が身近に
外国に家族がいる気持ち

2011～2014年にホストファミリーとしてこども大使を
迎えた時は、わが子に接するような気持ちで受け入れま
した。わが家も娘たちを海外にホームステイさせた経
験があるので、親御さんの心配や期待の気持ちもよく
分かりました。こども大使や娘たちが、英語がうまく話
せなくてもコミュニケーションを取りながら遊んでいた
のが印象的でした。
2017年に引率のシャペロンを受け入れた時は、一緒に
たくさんの観光地に行きました。大人同士の会話をしなが
らドライブして楽しかったです。日本にいながら異文化に
触れ、言葉がつたなくても気持ちは伝わると実感しました。 

APCCに参加した経験から
海外を身近に感じることがで
き、自分のパーチメントクラフト
作品を海外美術展に出展して
現地へも行きました。こども大
使たちからは、今でも時々メッ
セージをもらいます。外国に家
族がいるような感覚で、こども
大使やシャペロンにいつか会い
に行きたいと思っています。

藤田博美さん 

ホストファミリー

参 加 者
の声

日本で
初めての
着付け
体験！

こども大使
として来日した

当時の
一枚♪

海外の
こども大使と

一緒に

スリランカの
シャペロンと
一緒に観光

13 14



コカ・コーラ  ボトラーズジャパンのご
協力により、福岡各地に設置されている
APCCデザインのチャリティ自動販売機。
広く市民の皆さまからBRIDGEKIDS
PROGRAMSを継続的に支援いただける
ツールです。設置者様の経費的負担なく
設置ができ、企業団体のイメージアップに
もつながります。

チャリティカード

利用額の一部がAPCCの活動資金として寄
付されるクレジットカードです。法人の入会も
受け付けています。

WAONカード
九州全域のイオン各店で発売されている

「FUKUOKA OMOIYARI KIDS WAON」
カード（電子マネー）。利用金額の一部が
APCCの活動資金として寄付されます。
発行／ iOS 版「WAON」アプリ、イオン店頭、APCC事務局
※一部販売していない店もあります

発行手数料／１枚300円
300ポイント付き

APCCの事業継続には、行政からの補助金に
加え、企業や個人からの寄付も大きな原動力で
あり、必要不可欠です。オンライン寄付制度「ス
マイルサポートプロジェクト」で集
まった浄財は、一人でも多くのこど
もが世界を肌で感じる体験がで
きるよう、貴重な活動資金として
大切に使わせていただきます。

１年間のマンスリー寄付でかなうことの例

月1,000円
来日してすぐのオリエンテーション

こども大使５人分の１日の食事
（朝・昼・夕）

月3,000円
１か国・地域のこども達が

日本の学校生活を体験
（給食、移動費など）

ほかにもあなたのご支援で
オンライン交流など

対面以外の国際交流の機会を
提供することができます

We are the BRIDGE カード
 APCCチャリティ自動販売機

Smile Support Project

支援チャリティゴルフ会
「BRIDGE KIDS PROGRAMS 2022支援
チャリティゴルフ会」を11月30日、麻生飯塚ゴ
ルフクラブで開催。寒さの厳しい日ではありまし
たが、日頃からAPCCを支援してくださる企業
や個人の皆様など183名が参加、112の企業か
ら賞品が協賛されました。約350万円にのぼっ
た収益は、貴重な浄財としてAPCCの運営資金
に活用してまいります。チャリティゴルフ会は毎
年開催しており、今年も多くの皆さんの参加を
お待ちしています。

主催：アジア太平洋こども会議・イン福岡　支援の会

【アジア太平洋こども会議・イン福岡 支援の会】
APCCの事業を財政面からサポート、推進する団体

183名、112企業が参加した秋の1日

未来を担うこども達に支援を

オンライン寄付システム

APCCファミリーの一員である
ことを誇りに思います。人生を
変えるような経験をありがとう。
（バングラデシュ・40代女性）

新型コロナウイルスまん延予防
を取りながらの活動大変だと思
います。少しでも協力できればと
思い今回寄付を思い立ちました。
（日本・30代男性）

APCCがこのプログラムを継続
し、もっと多くの国や地域に活
動が広がることを期待します。
（インドネシア・11歳男性）

☎ 0942-33-4147
■ 問い合わせ  モデルクレジット株式会社

スマイルサポーター
からのメッセージ

年会費
無料！

初年度
会費無料！

NEWS
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BRIDGE KIDS
PROGRAMS
2022

BRIDGE KIDS
PROGRAMS
2022 ブリッジ キッズ

プログラムズ 2022
ブリッジ キッズ

プログラムズ 2022

重松商事／福岡ロジテム／コバヤシライン／綜合警備保障 福岡支社／ケアサービス九州／レッツ／林田俊一税理士事務所／福岡女子大学／長丘不動産ビル／サンフィールド／関商事／伸正／福岡理美
容学園／エム・ティ・エスひかり／福岡外語専門学校／フクテック／シンコー九州／TRUE／サンライズ石油／山崎デザイン／福岡商工会議所／廣田商事／中野和一郎商店／ダイキョープラザ／トヨタカ
ローラ福岡／電気ビル 渡辺通支店／ダイヤモンド秀巧社印刷／住研／板付地所／長浜食品／アオヤギ／井上電気／裕生堂／とことんファーム／金子生花／D&Mコーポレーション／福岡海星女子学院
／西日本ビルジス／やまき／深野製袋／朝日自動車／アトム／西日本硝子センター／世利 桂一／福岡市自動車学校／増田石油 福岡支店／段上本社／新生堂薬局／エース印刷／LIXIL 九州支社／博運
社／富士自動車／宗像緑地建設／丸全運輸／ウインクス／福岡クリーン産業／あおやぎ／アネッツ・テレサポート／YNロジプレス／平和台ホテル／西部ガスリアルライフ福岡／TNCテレビ西日本／鍬
野 恭秀／榊ガス産業／パナソニックコネクティッドソリューションズ労働組合 九州支部／西国武道会館／MIT-ジャパン／福岡銀行／立部産業／クレアプランニング／野方菱光 飯盛工場／ファインスタッ
フ／アプロディア／花ユキ／アシュラン／中西 賢太／日盛工業／パサージュ福浜／梅津電設／ファインロジテック／麻生教育サービス／あおやぎ生花店／JPCスポーツ教室 福岡長丘店／如水庵　他

■APCCチャリティ自動販売機  設置一覧（順不同、敬称略）2022年度実績

あすみん夢ファンド(福岡市NPO活動支援基金)／海の中道青少年海の家／英進館ホールディングス／NTTドコモ 九州支社／大野城市／粕屋町／苅田町／九州建設／久原本家／グローバルアリーナ／
Global Startup Center／コカ・コーラ ボトラーズジャパン／古賀市／国連ハビタット／佐藤 倫子／西南学院大学／全教研／綜合観光バス／損害保険ジャパン／地球っ子ネットワーク／筑紫野市／津崎 た
から／TSUNAGU／東京海上日動／西日本国際財団／西日本新聞社／西日本綜合住宅／日本航空／日本旅行／延岡市立伊形小学校／延岡市立一ヶ岡小学校／ピエトロ／広川町／廣田商事／ファーウ
ェイジャパン／福岡アジア都市研究所／Fukuoka Growth Next／福岡県／福岡国際空港／福岡市／福岡市教育委員会／福岡市立小呂小学校／福岡市立西戸崎小学校／福岡市立那珂小学校／福岡市
立平尾小学校／福岡市立老司小学校／福岡外語専門学校／福岡・大連未来委員会／福岡市動植物園／福岡都市圏広域行政事業組合／福岡雙葉小学校／福岡よかトピア国際交流財団／福智町／福
津市／ふくや／渕上育英会／マリンワールド 海の中道／三菱広報委員会／みやま市／三好不動産／宗像市／モデルクレジット／LIXIL　他

■ご協力・ご協賛いただいた企業・団体・個人（順不同、敬称略）2022年度実績

■支援の会（順不同、敬称略）法人会員他、2022年度実績
アートテック／R&Kデザイン／アールイー／RKB毎日放送／あいおいニッセイ同和損害保険／愛光ビルサービス／アイズスポーツ／アイホーム／あおやぎ／アクタ／朝日オリコミ西部／朝日自動車／味蔵
／アシスト／アシュラン／麻生／麻生介護サービス／麻生興産／麻生教育サービス／麻生塾／麻生商事／麻生情報システム／麻生セメント／麻生地所／麻生マイニング／麻生メディカルサービス／アド
エース／穴生自動車工場／APAMAN／あひるコンサルティング／アルバコーポレーション／AEdesign建築設計事務所／井上建設／ウィズグループ／Willinghandsもつ鍋一藤／占部建設／エーアンドエ
ー建築事務所／NTTドコモ 九州支社／エヌケイクリーン／榎本興産／ゑびす／エム・ティ・エスひかり／エム・ワン・エンタープライズ／大井産業／大井不動産／大高建設／大村文化学園／おしごと研究
所／オンリーワン／鹿島建設九州支店／かねふく／紙資源／川嶋公認会計士事務所／かわとし／かわなべ／川浪電気工事／カンサイホールディングス／北川緑地建設／キャッスルハウス／九州エース
電研／九州ケース工業／九州コフィン／九州電気保安協会 福岡支部／九州電力／九州通電／九州旅客鉄道／九電工／CLUBHOUSE／グローバルアリーナ／建成工材／広栄舎／広栄商会／光薫寺／神戸
電池／コカ・コーラ ボトラーズジャパン／SAITO／西部ガスホールディングス／サエキジャパン／榊ガス産業／サカグチホールディングスパートナーズ／サニックス／サンエイム／三光消防設備／三誠商
会／CSテクノス／ジール／昭和イーティング／昭和グループマーケティング／昭和鉄工／如水庵／シンクパートナーズ／シンコー／新日本製薬／伸良商事／伸和／ズーム／末松印刷／住吉酒販／先崎測
量／創実エージェンシー／そうぞう／太宰府天満宮／中央自動車工業／中央地所／チヨダ／TIS／テレQ／De'plas+／データ・マックス／鉄川雅邦税務会計事務所／デンクウシステム／デンソーソリュー
ション九州支社／電通九州／電友社／東京海上日動／トヨタL＆F福岡／トヨタカローラ福岡／トヨタ自動車九州／トヨタモビリティパーツ九州北部統括支社／トヨタユーゼックTAA九州会場／トヨタリ
ック九州／トヨタレンタリース福岡／中村学園／中村建設／中村工業／西嶋興産／西鉄ウェルネス／西鉄エム・テック／西鉄車体技術／西鉄ストア／西鉄ビルマネージメント／西日本シティ銀行／西日
本新聞総合オリコミ／西日本鉄道／西日本オートリサイクル／西日本硝子センター／西日本綜合住宅／西日本ビル代行／日九興産／日交西部本社／日本自動車連盟福岡支部／日本消防機材商会／日
本紙料／日本旅行／ネクステック／ネッツトヨタ福岡／野口コイン／野口直樹建築設計事務所／バイオン／博多瓦斯化学／パナソニック／ハローライフ／バンザイ福岡支店／ピエトロ／ビッグネクスト／
弘豊商事／ファインスタッフ／ファビルス／福岡印刷／福岡銀行／福岡県産業廃棄物処理事業協同組合／福岡交通／福岡小松フォークリフト／福岡地所／福岡昭和タクシー／福岡スリーボンド／福岡
外語専門学校／福岡倉庫／福岡トヨタ自動車／福岡那の津ライオンズクラブ／福岡パッケージ／福岡リアルティ／福岡ロジテム／福昭ビル・サービス／福田会計事務所／福永設計事務所／福豊帝酸／
ふくや／不動商事／プライム福岡／プランニングオフィス・ケイ／ブリヂストンタイヤソリューションジャパン／古森弘一建築設計事務所／ブンカ巧芸社／ベストワーク／VERTEX／松幸／松本組／松本電
機商会／丸三工業／丸屋／三井住友海上火災保険／ミツヤマ電気／三森屋／三宅土地家屋調査士事務所／未来図建設／毛利外科医院／モータークラフト社／森硝子店／山下医科器械／山本エステ
ート／山本設備工業／ユーメイト純正／夢クリエイト／ヨコハマタイヤジャパン福岡カンパニー／吉浦運送／吉水税理士法人／よしむら自動車ガラス／吉源工務店／リエマリア／リフォーム三光サービス
／緑水園／冷泉閣ホテル／YNロジプレス／若久たんぽぽ保育園／ワコウ／ケイツーコンタクト／才田運送／しげおか歯科医院／柴田法律事務所／地工／恒川・岡田法律事務所／福岡中央銀行／藤田
建築設計室／マニュライフ生命保険／MIT-ジャパン／全教研／山田総合法律事務所／リーフデザイン北九州／清水 浩和／小杉 達　他

たくさんのご支援、ご協力ありがとうございました
未来を担うこどものために、企業、団体、個人のご協力、ご支援をお待ちしています。

後援、協力、
支援一覧

■後援団体名（順不同、敬称略）2022年度実績
総務省／外務省／文部科学省／経済産業省 九州経済産業局／国土交通省 九州地方整備局／福岡県／福岡県教育委員会／福岡市／福岡市教育委員会／宗像市／春日市／春日市教育委員会／北九州
国際交流協会／太宰府市／太宰府市国際交流協会／大野城市／大野城市教育委員会／筑紫野市／筑紫野市教育委員会／粕屋町／粕屋町教育委員会／宇美町教育委員会／須恵町／篠栗町教育委員会
／久山町教育委員会／古賀市／古賀市教育委員会／福津市／糸島市／那珂川市／飯塚市／飯塚市教育委員会／地球っ子ネットワーク／みやま市教育委員会／苅田町／苅田町教育委員会／広川町／渕
上育英会／西日本国際財団／福岡経済同友会／九州経済連合会／西日本新聞社／朝日新聞社／毎日新聞社／読売新聞社／九州朝日放送／RKB毎日放送／NHK福岡放送局／FBS福岡放送／テレQ／
TNCテレビ西日本／FM FUKUOKA／LOVE FM／CROSS FM／NTTドコモ 九州支社／九電工／九州電力／九州旅客鉄道／国際交流基金／国際協力機構九州センター／コカ・コーラ ボトラーズジャパン／
西部ガスホールディングス／西日本シティ銀行／西日本鉄道／福岡観光コンベンションビューロー／福岡銀行／福岡県国際交流センター／福岡県国際理解教育研究会／福岡市国際教育研究会／福岡
市医師会／福岡市薬剤師会／福岡市PTA協議会／福岡市社会福祉協議会／福岡商工会議所／福岡中央銀行／福岡通訳協会／福岡トヨタ自動車／福岡日米協会／福岡日豪協会／福岡帰国子女の会／
ふくや／福岡・大連未来委員会／日本国際連合協会福岡県本部／国際連合人間居住計画(ハビタット)福岡本部／福岡青年会議所／北九州青年会議所／ひびき青年会議所／豊前青年会議所／美夜古青
年会議所／飯塚青年会議所／田川青年会議所／直方青年会議所／宗像青年会議所／朝倉青年会議所／糸島青年会議所／つくし青年会議所／浮羽青年会議所／久留米青年会議所／筑後青年会議所／
みい青年会議所／八女青年会議所／大川青年会議所／大牟田青年会議所／柳川青年会議所／山門青年会議所／糟屋青年会議所／福岡中小企業経営者協会／福岡県中小企業経営者協会連合会／福
岡県専修学校各種学校協会／アジア太平洋こども会議・イン福岡 支援の会

NPO法人 アジア太平洋こども会議・イン福岡
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